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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

１．静岡県、愛知県などの 日系外国人集住地区に住むブラジル人幼児の母語 と社会性 の発達を

調べるために以下の 3 種類の課題を作成した。  

 

・ Peabody Picture Vocabulary Test (PPVT), Fourth Edition のポルトガル語版  

ブラジル人幼児の母語である ポルトガル語の語彙理解力を見るために、英語の語彙検査である

PPVT をもとにポルトガル語バージョンを作成し、それを用いた。ポルトガル語バージョンを作

成するにあたり、英語がわかるブラジル人（ポルトガル語の母語話者）にまず英語の語彙をポ

ルトガル語に翻訳してもらった。さらにそのポルトガル語訳を別の英語のわかるブラジル人（ポ

ルトガル語話者）に逆翻訳してもらった。その結果、ずれがあった場合は、最も適した訳語を

合議の上、選択した。できあ がったポルトガル語バージョンは、ブラジルの生活文化と合わな

いような語彙は含まれていないことを確認した。  

 

・誤補文課題  

文法能力の一部である補文構造の理解を見るために、 Jill de Villiers らが開発したが開発し

た英語の誤補文課題（ de Villiers & Pyers 2002) の日本語版とポルトガル語版を作成した。

画像と音声をデジタル化し、パソコンを使用して実施した。これまでの欧米での研究では、 5

歳児はこの誤補文を理解することができることがわかっている（ de Villiers 2007)。  

 

・誤信念課題  

子どもの心の理論の発達を調べるために広く用いられているのが「誤信念課題」である 。パソ

コンを用いてブラジル人幼児の母語であるポルトガル語で実施できる課題を作成した。  

 

 

２．日系外国人集住地区に住むブラジル人幼児 26 名と統制群として日本人モノリンガル幼児

25 名を対象に上記の課題を行った。結果は以下のとおりである。  

 

・ブラジル人幼児のポルトガル語の語彙理解は、日本人幼児の日本語の語彙理解力よりも低い

ことがわかった。  

・文法能力の指標となる誤補文課題については、日本人 幼児の平均得点はチャンスレベル 以上

であったが、ブラジル人幼児はチャンスレベルにとどまった 。  

・心の理論の発達の指標となる誤信念課題の 平均得点はブラジル人幼児のほうが有意に低かっ

た。  

・さらに誤補文課題と誤信念課題の正答率との間に相関が見られた。  

   

 以上の結果から、継承語と社会言語という二言語環境で生まれ育つ子どもの発達において も、

モノリンガルの子どもと同様に、言語の発達は心の理論の発達に影響を及ぼすことが明らかに

なった。  
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